
2．3　数列（αれ）を次のように定義するとき，その収束・発散を調べよ．

（i）α1＞0・恥＝喜（αれ2－2αれ＋3），1托＝＝1，2，3，…

（解答）α仙－1＝喜（αn－1）2と変形できる・

（Ⅰ）α1＝1のとき

すべての乃≧1に対し，α几＝1となるので，数列（αれ）は収束する．

（Ⅱ）α1≠1のとき

すべてのれ≧1に対し，αれ≠1となるので，

log2lα叫1－1l＝210g21αれ－1ト1

log2匝叫1－1ト1＝2（log2lαれ

log2匝几－1l－1＝2肝1（log2lαl

lαルー1l＝22鴫‾1（log2lα1‾1ト1）＋1

が成り立つ．よって，

数列（αれ）が収束　⇔log2桓1－1ト1≦0（α1≠1）

⇔0＜α1≦3（α1≠1）

（Ⅰ），（Ⅱ）より，0＜α1≦3ならば，数列‡αれ）は収束，α1＞3ならば，

数列（α職）は発散する．

ポイント：本間題は了αれ≠1ならば，α症1≠1」となるので，

α1≠1ならば，すべての乃≧1に対し，αれ≠1

C＞1，1imあれ＝∞，ク，9は定数のとき，

lim♂九十すが有限値になる．⇔p≦0
Il→00

α1に条件が無い場合，
ー1≦α1≦3ならば，数列（αれ）は収束，

α1＜一1またはα1＞3ならば，数列（αれ）は発散
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2．3　数列（αれ）を次のように定義するとき，その収束・発散を調べよ．
1

（五）α1＞0，α叫1＝α1＋－，一m＝1，2，3，…

（解答）　α刷＝α1＋与……①のα仙α竹にαを代入した式
αn

α＝α1十一

の解を求めると，

α2－α1α－1＝0⇔α＝

である．p＝
2　　．‘‘　　　　　2

α1土仰

p＝α1十王……②，9＝α1＋土……③

が成り立つ．①－②より，
1　1　　αれ－p

αれ＋1‾p＝－‾‾＝‾

αm p pα職

が成り立ち，①－③より，・
11　　αれ－9

αれ＋1‾曾＝－‾－＝‾

αれ　　q qα作

が成り立つ．p＜0であり，すべてのれ≧1に対し，αれ＞0となるので，

αれ－p≠0である．よって，
αれ＋1‾9　　p　αれ‾9

＿　　　　　　　　　　　－．－．－．■・　■

α竹＋1－p

αれ‾9

α祐一p

αれ＝

となる．α1＞0より，

（αれ）は，収束する・

ー（…）扁 αlT9

α1‾p

＜1となるので，limα～＝官である．よって，数列
Tl一十〇〇

ポイント：α＝∬＋里が，異なる2つの実数解ク，官をもつとき，

α刷＝∬＋且の形の漸化式を解くためには，

聖±二旦＝竺・聖二上を導いて，聖二貨を求めればよい．
αm＋1‾p　　9　αれ‾p　　　　　　　α几●p

α1＜0の場合，limαれ＝pであり，数列（αれ）は，収束する．
Tl→00


